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令和２年度 緑丘小校内研について 

 

Ⅰ 育成を目指す資質・能力について 

○ 新学習指導要領では、育成を目指す資質・能力を明確化した。 

教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力を、ア「何を理解しているか、何ができるか」、イ

「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表

現力等」の育成）」、ウ「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人生や社

会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」の三つの柱に整理する（学習指導要領 

総説 より） 

 

○ その資質・能力の育成に向け、緑丘小では、学校教育目標と児童の実態を踏まえ、以下の三つの資

質・能力を重点的に育成することにしている。 

 

       

 

【成果】 ・職員の「授業改善」の意識が高まった。 

・職員が、「子どもは書くことができる」という実感を得た。 

      ・子どもの「書く力（式を説明する力や図示する力等）」の高まりがみられた。 

      ・子どもの「書いて表現することに対する抵抗感」が減り、意欲が高まった。 

 

 【課題】 ・「書く活動」が「主体的に学びあう」ことに「どうつながるのか」という部分について 

更なる研究、実践が必要。 

       ・学力を CRTテストで測ることにしているが、それで測れない学力もあるため、どのよ

うに評価するか共通理解が必要。 

       ・チャレンジテストの結果を分析し、次へつなげるサイクルがうまく働かなかった。チャ

レンジテストに関わるスキルタイムの取り組み方について改善が必要。 
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◆令和元年度（研究１年目）の成果と課題   
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Ⅱ 研究について 

      

    

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 

主体的に学び合う児童の育成 

～ねらいに即した「書く活動」を重視する算数科の学習を通して～ 
 

        研究仮説  算数科において、①ねらいに即した「書く活動」を重視する授業を仕組めば 

                   ②主体的に学び合う児童が育ち、③学力が向上するであろう。   
②主体的に学び合う 

 児童とは 

 自分なりの考えを伝えた

り、友達の意見を聞いたり

して、課題解決に向けて考

えを深め合う児童。 

①ねらいに即した 

「書く活動」とは 

 「本時のねらい」を達

成するための書く活動。 

③学力が向上するとは 

「学力の３要素」である「基礎的・基

本的な知識・技能」、「思考力、判断

力、表現力等」、「主体的に学習に取

り組む態度」が向上するということ。 

 主題設定の理由 

◆ 国・県・市の教育方針から 

  ・2020年度から全面実施される新しい学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学  

   び」の視点からの授業改善が重要視されている。 

  ・長崎県から出された「新学力向上のための三つの提案」及び「五島市版学力向上の 

   ための三つの提案」において、ねらいに即した「書く活動」を重視している。 

◆ 児童の実態から 

   ・学力調査の結果から「書く力」は、緑丘小の重点課題のひとつである。 

  （記述に関する問題の正答率：全国学力 45.6％、県学力 51％） 

◆ 教師の願いから 

  ・進んで学習に取り組ませたい。 

  ・書くことで、自分の考えが整理されていく経験や、相手により伝えやすくなったと 

   いう経験を積ませたい。 
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◆ 研究体制 

   

専門部 

学年部 

校長 

教頭 

研究推進員会 

全体会 

（１）授業

部 
（２）定着 （３）調査・連携 

低学年部 中学年部 高学年部 

学級の支持的風土 

五島市学力向上 
三つの提案 

主体的・対話的で 
深い学び 

新学習指導要領

を 

学力の向上 
① 基礎的・基本的な知識・技能 
② 思考力、判断力、表現力等 

  

主体的に学び合う児童 

ねらいに即した 
書く活動 

調査部 

アンケート 

家庭・学童との連携 

定着部 
環境整備 

スキルタイム 

授業部 

授業改善 

◆ 研究構想図 

   

◆専門部の取組 

   
授業部 

（１）「書く活動」におけるめざす児童の姿を具体化し、共通理解を図る。 

（２）主体的に学び合う児童の育成のため、ねらいに即した「書く活動」を重視した算数科

の授業改善に取り組む。 

 

定着部 

（１）環境整備     どの子も迷いなく取り組める環境を整備する（見本を作成し、各  

            学級に配付） 

 

（２）スキルタイム   基礎基本の定着を図る。 

②主体的に学び合う 

 児童について 

 児童アンケートによる意

識調査をもとに検証する。 

① ねらいに即した 

「書く活動」について 児童

アンケートによる意識調査をも

とに検証する。 

③学力の向上について 

 CRT学力調査の結果をもと

に検証する。 

調査・ 

連携部 

（１）アンケート実施    「書く活動」や主体的に学び合う児童の変容を捉え、次に生

かすために児童アンケートを実施する。 

 

（２）家庭や学童との連携   学校・家庭・学童が、家庭学習の取組を共有する。 

◆検証について   
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Ⅲ 校内研年間計画について 

○ 研究発表会を実施する（１１月６日予定） 

回 月 日 内 容  

① ４ 16 模擬授業（野口教諭）【目的】研究１年目の取組について、共通理解を図る。そろ

えて取り組むことを共有する。 
 

② 30 全体会 

今年度の取組について 

③ ５ 7 全体会 

 研究組織等を決定し、本年度の取組を確認する 

④ 14 専門部会 

⑤ ６ 11 全体会 指導案検討会 

⑥ 25 研究授業・授業研究会 ＊提案授業（５年 高洲教諭） 

⑦ 7 9 全体会 

研究発表会へ向けて 

⑧ 8  現職教育 

⑨  全体会 指導案検討会 

⑩  全体会 指導案検討会 

⑪ ９ 3 全体会・学年部会 

 新学期にあたり、取組の共通理解を図る。 

⑫ 17 研究授業（低学年）・授業研究会 ＊研究の成果・課題をみる→改善策の共有 

⑬ 24 研究授業（中学年）・授業研究会 ＊研究の成果・課題をみる 

→前回の授業を受け改善した点について協議→改善策の共有・取組の確認  

⑭ 10 1 全体会 

 研究発表会指導案検討会① 

⑮ 8 全体会 

 研究発表会指導案検討会② 

⑯ 15 全体会・部会 

 研究発表会へ向けて  

⑰ 22 全体会・部会 

 研究発表会へ向けて  

⑱ 11 5 全体会・部会 

 研究発表会へ向けて 

⑲ 6 研究発表会 

⑳ 20  

 

㉑ 26 全体会 

研究発表会を受けて、改善点などを共通理解する。 

㉒ 12 3  

㉓ 10 全体会 指導案検討会 

㉔ 1 14 研究授業（    ）・授業研究会 

㉕ 21 全体会 

今年度の反省と来年度の取り組みの確認 

㉖ 28  

㉗ 2 25  
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